
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会会場計画の再検討の状況について
（大井ホッケー競技場・夢の島公園（アーチェリー会場）・有明テニスの森）

１ これまでの経緯 

○オリンピック・パラリンピック推進対策特別委員会（平成２６年１１月１９日） 

 大井ホッケー競技場及び夢の島公園（アーチェリー会場）については、現計画地で整備するも、都民生活への影響について、引き続き検討することを報告 

○オリンピック・パラリンピック推進対策特別委員会（平成２７年４月１０日） 

 ・大井ホッケー競技場及び夢の島公園（アーチェリー会場）については、会場内の施設配置を検討中の旨、報告 

 ・有明テニスの森については、改修計画を検討中の旨、報告 

２ 各施設の検討結果 

（１）大井ホッケー競技場（都立大井ふ頭中央海浜公園） 
  ○立候補ファイル 

   【配置】 

    6面の野球場を廃止し、恒設のホッケーピッチ2面を整備 

   【座席数】 

    メインピッチ：10,000席（恒設：4,000席、仮設：6,000席） 

    サブピッチ ：  5,000席（仮設） 

   

  ○検討の視点 

   ・野球場代替施設の設置、利用者ニーズを踏まえた整備等について、 

    地元要望あり 

     ⇒野球場への影響を極力抑制する配置変更について検討 

 

  ○配置変更後 

   【配置】 

    メインピッチ（新設）：現在の第一球技場・ゲートボール場・ドッグ 

               ランの位置 

    サブピッチ（改修） ：現在の第二球技場の位置 

   【座席数】 

    メインピッチ：約10,000席（恒設：約2,600席、仮設：約7,400席） 

    サブピッチ ：約  5,000席（既存：536席、その他仮設）） 

 

  ○今後の進め方 

   ・ドッグラン・ゲートボール場の取扱いについては、地元自治体等の意見を聞きながら、基本設計等を通じ、引き続き検討していく。 

   ・後利用については、ホッケー競技に加え、フットサルなどにも使える多目的グラウンドとしての活用等を検討していく。 

 
    ■所在地：東京都品川区八潮四丁目・東京都大田区東海一丁目 

  ■整備費（予定）：約48億円 
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（２）夢の島公園（アーチェリー会場） 
  ○立候補ファイル 

   【配置】 

    公園内の円形広場南側緑地部分に、予選会場（恒設）及び決勝会場（仮設）を整備 

    （一部、既存駐車場上部に人工地盤を設置） 

    

   【座席数】 

    決勝会場に7,000席（仮設） 

 
 
 

  ○検討の視点 

   ・夢の島ユース・プラザ・アリーナA及びBの新設中止 

   ・馬術の会場変更（夢の島競技場⇒馬事公苑） 

   ⇒公園の緑や利用者への影響にも配慮し、公園全体で最適な施設配置について検討      

 

 

   

  ○配置変更後 

   【配置】 

    予選会場（新設）：現在の円形広場の位置 

    決勝会場（仮設）：現在の陸上競技場の位置 

    

   【座席数】 

    決勝会場に7,000席（仮設） 

 

 

 

  ○今後の進め方 

   ・BumB（東京スポーツ文化館）内のアリーナ、会議室等を大会時の諸室として活用 

      ・今年度から、円形広場を平坦にするための盛土の設計に着手予定 

   ・後利用について、今後、競技団体、地元自治体等の意見を聞きながら検討していく。 

 
 
 

  ■所在地：東京都江東区夢の島二丁目 

  ■整備費（予定）：約24億円 
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（３）有明テニスの森 

  ○立候補ファイル 

   【配置】 

    既存施設を改修、再整備 

    大会時：計35面（センターコート（有明コロシアム）、ショーコート1、2、屋外コート24面 

        及びインドアコート8面） 

    大会後：同数 

    

   【座席数】 

    センターコート：10,000席（既存）     

    ショーコート1 ：  5,000席（恒設） 

    ショーコート2 ：  3,000席（恒設：1,000席、仮設：2,000席） 

  

      

  ○検討の視点 

   ・現在の公園内テニスコート数（49面）からの減少（14面）を最小限にとどめるよう、競技団体等からの 

    要望あり 

   ・既存のイベント広場（芝生広場）の存置について、地元要望あり 

   ⇒利用者への影響に配慮した配置について検討 

 

 

  ○配置変更後 

   【配置】 

    大会時：計37面（センターコート、ショーコート1、2、屋外コート26面及びインドアコート8面）      

    大会後：計49面（センターコート、ショーコート1、屋外コート39面及びインドアコート8面）         

        大会後は、イベント広場（芝生広場）機能を回復 

  

   【座席数】 

    センターコート：10,000席（既存） 

    ショーコート1 ：  5,000席（恒設：3,000席、仮設：2,000席） 

    ショーコート2 ：  3,000席（仮設（大会後撤去）） 

 
 

  ○今後の進め方 

   ・後利用を踏まえた配置について、競技団体、地元自治体等の意見を聞きながら、基本設計を通じ、 

    引き続き検討していく。 

 
 

  ■所在地：東京都江東区有明二丁目2-22 

  ■整備費（予定）：約144億円 
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